
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大きなランドセルを背負い、花尾小学校の校門

をくぐって、ぴかぴかの１年生が登校してきまし

た。桜の花が舞う４月１１日。笑顔いっぱい、元

気いっぱい、夢が膨らむ子どもたちの姿がとても

凛としていてかっこよく印象的でした。最高のス

タートを切ることができたと思っています。  

 入学式では、在校生を代表して６年生の児童が

参加しました。受付や案内等の仕事をしたり、式

の中で学校紹介をしたりと大活躍。花尾小のリー

ダーとして立派に大役を務めました。(立派でした！ ) 

 ※花尾小学校の入学式の様子は、読売新聞４月１２日（金）の朝刊でも紹介されました。  

今後、地域で、黄色い帽子をかぶった１年生の姿を見かけることがあると思います。

安心・安全に学校に通えるよう、地域の皆様、保護者の皆様、新１年生の見守り、お

声かけよろしくお願いいたします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       学校教育目標 
「地域の絆を大切にし，知・徳・体・志を備えた児童の育成」 

令和６年度 第２号 

 令和６年 ４月２１日 

北九州市立花尾小学校 

校 長 松山 修司 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

本年度は、全校２２学級（特支学級２） 児童数６２２名 職員４１名で 

スタートです。子どもたちにかかわる職員を紹介します。 
 

 松山 修司  ３年１組 山倉 礼子 

 

養護教諭 宍戸 直子 

教  頭 井上 紫穂里  ３年２組 池田 大起 栄養教諭 山田 由香里 

教務主任 高﨑 匠  ３年３組 真田 麻由 学校事務 小山 香織 

あおぞら１組 下村 茉美  ４年１組 福田 敬生 事務補助 中屋敷 純子 

あおぞら２組 白石 満子  ４年２組 木村 桃海 校 務 員 松下 和孝 

専科（特支） 江口 ひとみ  ４年３組 白石 啓晃 スクールサポートスタッフ 矢野 圭子 

特支学級補助 髙橋 俊洋  ４年４組 上舞 真優 学習指導補助 松隈 ひかり 

１年１組 葉山 知美  ５年１組 四井 慎一 新採指導教員 福田 哲也 

１年２組 籾井 さくら  ５年２組 中村 颯大 Ａ Ｌ Ｔ ジュディリサ フクダ 

１年３組 山内 香奈  ５年３組 村田 真子 図書館職員 原 圭子 

２年１組 坂本 明子  ６年１組 平野 雄大 スクールカウンセラー 山本 拓哉 

２年２組 宮田 有人  ６年２組 猿渡 礼華 ICTサポータ 高木 克昭 

２年３組 加納 奈々  ６年３組 河野 正寛 Ｓ Ｓ Ｗ 眞島 和美 

２年４組 大津留 潤  外国語専科 徳永 あかり 

 

 
 

 

 

『「ほめ言葉」で子どもはキラキラ、生き生き！する』の巻 
 今回は、おススメの本を紹介します。「子どもが輝くいい言葉、いい話し方」 
という本です。子どもはどんな時でも、自分を励まし、自信をもたせてくれる言 
葉を欲しています。親や周囲の大人が、子どもを認め、励まし、勇気づける言葉 
をかけていけば、子どもは安心と自信を得て、輝いて伸びていきます。人を信頼 
する気持ちも育ちます。教育現場に長年接してきた心理学者・多湖先生が、子ど 
もを輝かせる112の「いい言葉」を紹介しています。大人が子どもへ、普段いつ 
でもかけられる具体的な言葉が満載の一冊です。※本文の一部を紹介します。 
 

子供を輝かせてくれるのは、お母さんやお父さんの言葉です。それも、ほんの短い一言の
「いい言葉」です。「言葉くらいで『今どきの子供』が輝くかしら？」そんな疑問をもつお
母さんやお父さんがいるでしょうが、私はそこに大きな誤解があると思っています。実は子
供が一番欲しがっているのは、プレゼントやご褒美なんかじゃなくて（これが誤解）、いつ
でも、どんなときでも、子供を励ましてくれたり自信をもたせてくれたりする言葉なのです。
なぜなら、子供は少しのことで不安になったり、自信を失いかけたりするからです。毎日の
生活、遊びや勉強や友達との付き合いの中に、小さなつまずきや失敗がたくさん用意されて
いるからです。そんなとき、「お母さんも失敗ばかりしていたなぁ」という言葉をかけても
らうと、子供たちはたちまち元気を取り戻します。そう思ったとたん、子供は自分の失敗を
明るい気持ちで受け止めるようになります。ほんの短い一言で子供の心が輝くのですから、
それはまさに「いい言葉」と言えます。大きなプレゼントやご褒美は、確かにとても効果的
です。でもそれはいっときの喜びです。それより子供にとって嬉しいのは、いつでもどこで
もお母さんやお父さんが惜しみなく与えてくれる「言葉のプレゼント」ではないでしょうか。 


